
じ

●

s

ての批判 が参考 になる。

② 計画的変革の概念モ デル,

計 画的変革のなかに もい くつかの異な るアプローチが ある。 それぞれのモ デル及びその

特徴 について解説す る。W.ベ ニスは これまでの計画的変革のアプローチを整理 して次の

3っ のタイプに まとめ ている 〔4〕。

・ 平衡モデル

・ 有機的モデル

・ 開発モ デル

(2)計 画的変革の手続

ここでは計画的変 革を行 うための具体的手続 について解説する。 この節 の内容は特 に重要 な

ので参考の節で更 に詳 しく解説 を加えてお く。

(a)計 画的変革の手続の概要

次の3つ の内容 につ いて解説 をす る。

① 問題の診断

顧客 の性質,顧 客が悶着 を起 こ している過程,問 題 の性質等の問題 につ いて,変 革 推進

者がお こな うべ き診断内容につい て説明す る。

② 顧客の動機 づけ

顧客 に変革を導 入させ る際の,顧 客の動機づけの問題について説明す る。5.2の ② 節の

変化への抵抗の内容 がここで参考 になるので,研 修生にその点を指摘 してお くことが必要

である。

③ 組織変革 の計画 と統制

診断 の結 果を もとにつ くられ る組織変革の具体的推 進計画 とその管 理 ・統制 のあ り方 に

ついて説明する。

(b)計 画 的変革 の導入 プ ロセス

計 画的変革 の導入過程の フェーズ についてまず定義 をお こない,次 に各 フ.エーズ において

み られ る問題の性質,変 革推 進者の役割,変 革推進者 と顧客の協 力の あ り方等 について解

説する。計 画的変革過程の フェーズ分け としては,R.リ ピッ ト他 〔16〕 に よる次の7つ

のフ ェーズ分けが ある。

1.変 革 要求の発展の フェーズ

皿.変 革関係 の確立の フェーズ

田.顧 客 シス テムの もつ問題の明確化 あるいは診断のフェーズ

礼 代替的 な 目標 お よび手段 の検討のフ ェーズ
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V.意 図 及び現実の変革 努力への変換 のフェーズ

W.変 革 の普及 と定着の フェーズ

皿 最終 関係 の達成 の フェーズ

(3)計 画 的変革の諸技 法

計画的変革の導入 ・実施 には,そ の為の教育,訓 練が大 きな役割 を演 じる。その教育 ・訓練

に用い られ る計画的変革 の技法 の うち,代 表的 な ものをい くつか選ん で解説す る。

(a)計 画 的変革技法の特徴 ・

計画的変革 の技法(techniquesofplannedchange)に 共 通す る特enteよ びその基本的

思想 について あらか じめ研修生 に十分理解させ てお くことが大切 で ある。なぜ な ら計画的変

革技法 については多 くの誤解が現在 もなお存在 してい るか らで ある。決 して諸技法の効用 の

みを強調 してttkら な い.w・ ペ ニス 〔3〕は次の特徴 を指摘 してい る。

① 使用されるプ ログ ラムが多様 である。

② トップマネジメン トや親会社の協力を必要 とする。

③ 組織体 を,個 人の集合体 と してではな く,シ ステムその もの として把握 する。

④ プログ ラムの内容は,個 人 か らグル ープ,グ ル ープ相互間,そ して組織体全 体へ と段

階的に発展 してい く。

⑤ プログ ラムの内容 はヂ知性的な もの と感情的左 ものの両方 を含んでいる。

(b)計 画 的変革の諸技法

計画的変 革の技法 と用 い られる もの として稲葉 〔12〕 は 次の6つ をあげてい る。 これ ら各

技 法について具体 的に解説す る。'

① チーム開発の技法

・ グ リッ ド・アプ ロー チ

・ アクシ ョン ・リサーチ

・ ファミリー ・チー ム

・]職 能別 チー ム

② 部門間 コン フリク ト解消の技法

・ ラボ ラ トリー ・アプ ローチ

・ 対決 ミーテ ィング

・ 組織 ミラー

③ 組織改善技法

・ 職務充実
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・ ソ シ オ ・テ ク ニ ア ル ・ア プ ロ ー チ

④ 調 査 フ ィ ー ドバ ック 技 法

⑤ プ ロ セ ス ・コ ン サ ル テ ー シ ョン

⑥ 教 育 と訓 練

指導上の留意点

(1)イ ノペ ーシ.ン 理論の基本的概念につ いて理解 させ る。'特に計画的変革の概念 は人間性 に

対する行動科学 の新 しい価値観 を前提 と してい るので,そ の基本的概念につ いては っきりと研

修生に理解させ ることが大切で ある。

(2)計 画 的変革の一部の技法については,そ の アプローチの効果 を疑問視 した り,ア プ ローチ

そ のものに批判的 な入 も少 な くない。その技法の説 明におい ては,そ の基礎 にな つている考 え

方や,技 法の用 い方及び効用の限界について も十分 に時 間をざ くことが必要 である。

(3)実 際 の企業 の活動の場 において,イ ノベ ーションの理論及びその知識が生か され るように

努 め左け ればな らない。 しか し実際のイノペ ーシ・ンの現象 は,こ れまでに「)くりあげ られた

理論 に比 して,は るかに複雑である。従 ってノーン・ウ的 な知識の提供 は実用上 あま り役 にはた
り

たない。講義担当者は,実 例やケニスを用意 し,研 修生みず からに考えさせる工夫 をす ること

が必要 である。

(4)情 報 処理技 術者育成 の為の教育 コース であるか ら,講 義資料 に用い る実例 やケースは コン

ピュー タ,MIS,ORに 関連 した ものが望 ましい。 しか し行動科学的側面か ら研究 した資料

はそ の数が まだ少 な く,か つその大部分は英文 である。そ の為講義担当者は事前 に十分 な用意

を してお く必要が ある。

(5)ケ ース ・スタデ ィに よる演 習を行 う場合は,グ ループ制 に よる討論形式 を採 用す ることが

望 ま しい。そ して研修生の左かか ら,い ろい ろな問題提起 させ ることが大切 である。 問題点の

抽 出や,要 因の整理等 につ いては,グ ル ープでKJ法 を利用す る等 もひとつの方法 であろう。

参 考

1.演 習 につ いて

内容におけ るイノベ ーシ ョンに関す る知識 をもとに,イ ノベーシ ョンの実際の ケース を用いて,

ケ ース.ス タデ ィをお こな う。 イノベ ーシ ョンの実際の現象は,イ ノベ ーシ ョンの理論 よりも研

修生 にイノペ ーシ ・ン導入の過程 における諸問題 を検討 させ ると共に,成 功裡 にイノペ ーシ 。ン

を導入す る為の嫌 を検討させる.検 討に鋤 てはグ ープ論 形式をとり入れること纏 ま し

い。課題 と して用い るケ ースは講 義担当者 が適切左 ものを,十 分な計画の もとに用意 し作成す る
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事が必要で ある。そのケース作成の参考資料(具 体的なケ ース を扱 ってい る文献)と しては次の

ものが役立つ。 なfo,課 題 訓練のや り方 につMて は,第6章6.2参 照 の こと。

① 組織変革一般

・R.ペ ック ハ ー ドの 著 作 〔6〕

② コ ン ピ ュ ー タ

・E .マ ン フ ォ ー ドとA.ビ テ ィグ レ ー の 著 作 〔18〕

・R.・ ヘ ドレ ー の 論 文 〔・・〕

F.ウ ィ シ ン グ ト ンの 著 作 〔35〕

③OR

・ 根 本 の 論 文 〔19〕

・C .ギ ブ ソ ン の論 文 〔30〕

ず

2.イ ノペーシ 。ンについての補足説明

(1)イ ノベ ーシ ョンの タイプ

現実の イノペ ーシ.ン はその内容が複 雑で,い ろい ろな要 因がその うちに含まれている。何

らかの基 準 で概念的に これ を整理,分 類 す ることが必要 そある。分類の仕方は研究者 によって

もま ちまちであり,講 義の 目的 にそ った分類法 を採用す ることが必要 となる。 これ までの代表

的 なイノペ ーシ・ンの分類 についてG.ザ ・レツマン他 〔37〕 がaと めている.こ れ を示 したの

が図5-4で あb .,そ れ ぞれの内容 につ いては同書 に詳 しい。又 コン ピュータのイノペーシ ・

ン幽 して頒 体的事例 旦 ては,F・ ウ ・シン4ト ン 〔35〕,J.オ ブ ライェン〔20〕,R.

ヘ ドレー〔11〕等 の著作 の事例 の うちから
,適 鋤 ものを選び,㍊ 資料 としてM、.,る こ とカ、で

きる。

(2)イ ノ ペーシ ・ンの採用者

イノペ ーシ ・ンをいつ採用 す るかは,採 用者の特性 に影響 され る。 この採用者の特性 に関す

る知識 はイノペ ーシ ・ンの導入 をすすめ る上 で役立つ。 イノペ ーシ 。ンー般 に関 してはE.ロ

ジ ャース 〔23〕 の採用者 カテ ゴ リーが あ り,又OR活 動 につい ては,H.ル ー ビンシュタイン

他 〔27〕 の研究 がある.そ して,・Rの イ・ペ ーシ 。ン・9入 定着 の各 ・。一ズ に始 て,ど

の ような資質が変革推進者 に必要 とされ るかにつ いては川瀬 ・根本 〔13〕 の研究が ある。

(a)採 用者 カテゴ リー

イノベ ーシ ョン採用者 に関す る理念型 として,E・ ロ ジャースは次の五つのタイプ を提 唱

してピる。 これはマ ーケテ ィング,イ ノベ ーシ ョンの論文 に広 く引用されている。

ぜ

頃
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A.シ ス テ ム の 状 態 別 の イ ノ ペ ー シ 。ン ・タ イ プ

1.定 型 イ ノ ベ ー シ ョ ン

2.非 定 型 イ ノ ベ ー シ ョ ン

(a)ス ラ ック イ ノ ベ ー シ ョン

J.サ イ ア ー ト と

(b)デ ィ ス ト レ ス イ ノ ベ ー シ ョンR・ マ ー チ(1963)

K。 ナ イ ト(1967)

、

B.発 生 経 過 別 の イ ノ ペ ー シ ・ ン ・タ イ プ

1.技 術 イ ノ ペ ー シ 。ン

2.価 値 中 心 的 イ ノ ペ ー シ 。ン

3.構 造 的(管 理 的)イ ノ ペ ー シ 。ン

1.製 品 ・サ ー ビス イ ノ ベ ー シ ョン

2・ 生 産 工 程 イ ノ ペ ー7・
,ン

3.組 織 構 造 イ ノ ペ ー シ 。 ン

4.人 イ ノ ベ ー シ ョ ン

]
G.ダ ル ト(

a)ン他

(1968)

目標

イ ノ ベ ー シ ョ ン

J.グ ロス

マ ン

(1970)

(b)手 段
K.ナ イ ト

(1967)イ ノ ベ ー シ ョ ン

C.結 果,効 果 別 の イ ノベ ー シ ョン ,・タ イ プ

遮 麟|Kナ ・・(・967);:

1.部 分的変更(小 変革を含む)

2.志 向的変更(大 変革を含む)

(a)、組織的志向的変更

(b)特 異的志向的変更

(c)周 辺的志向的変更

㌘1認 ㍍)

/-一
図5-4イ ノ ー ベ ー シ ョン ・タ イ プ の ま とめ

(出 典:G.ザ ル ツ マ ン他 文 献 〔37〕p.31')

● ① 革新者

イノペー シ ・ンを最初 に採用する者6彼 の主要 な価値は投機性 にある。また組 織に と

て逸脱的傾 向を有する。

② 初期 採用者

革新老に次いでイノペーシ 。ンを採用する人。 社会に.おいて尊敬 され る立場 にあ り,

オ ピニオ ン ・り一ダーシ ップを発揮す る。
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③ 前期追随者

社会における平均的メンバーが採色する少 し前に新 しいアイディアを採用する。新 し

いアイデ ィアを完全に採用するまでに慎重に行動する。

④ 後期追随者

社会における平均的メンバーが採用 した後で新 しいアイディアを採用する。周囲の圧

力で採用にいたることが多い。

⑤ 遅滞者

イノペーシ。ンを最後に採用する者。周囲から孤立した地位にいることが多い。
く

・・ 早ジ・一ス 〔23〕 は,・ 卿 者 ・テ:ゴ ・一・,fiHi値観 個人的繊 ・・.'一 ケ ー

シ ・ン行動 社会関係等の関係 につい て論 じてい る。 これをまとめたのが表5-1で ある。こ

の採用者 の理念型 は地域社会の調査 ・研究 より導かれた ものであるが ,企 業 といち組織体に

おい ても有効で あると思 われ る。

(b)革 新 者 の逸脱性

革新老 が変 革推進者 の役割 を引 きうけることが実際 には多い。革新者はイノペ ーシ.ン に

素早 く注 目し,導 入 を試み るとい う点に おいては秀 でてい るが,組 織体にとって逸脱的傾向を

有す るとい う問題点が ある。E.ロ ジ ャース 〔23〕 が この逸脱性 につい て論 じてい る。OR

活動 に和 て も・ … レーピンシ ・タ・ン他 〔刀 〕
.に ・吻酬 ・紅 い ・.

'

(3)変 化への抵抗'

イ ノベ ーシ ョンの導入 をい ざ実施:し ようとす る段階 に至 って,顧 客や マネジメン トの抵抗が

表面化 して,イ ノペ ーシ ・ンの導入が 中断 され るケ ースは少な くない。変化への抵 抗の原因 と

な る要 因を整理す ると,次 の諸要因 を指摘 することがで きる。

① 個人的反発に よる抵抗

・ 地位 ・既得権の喪失の不安

・ 意思決定に伴 うリスクの不安

・ 職務侵害への反発

・ 新 しい課業 に対す る不安

・ 新 しい課業の学 習 に伴 う負担へ の反発

一
・ 変革推進者 への不信感

・ 関係者の予期 される不利益 の補償対策の欠除 への反発

② 組織変化に帰因す る抵抗

・ インフォーマルな人間関係の破壊

・ 構 力構造 の変化
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表5-1採 用 者 カテ ゴ リーの 合成 図

採 用 者
カテ ゴ リー 顕著 な価値 個 人的特性

コ ミ ュニ ケ ー

シ 。ン 行 動 社 会 関 係

「投機 」;危 険を もっとも若い年代; 科学的な情報源 と ある程 度の オ ピニ

進ん で うけいれ る もっとも高い社会 の頻繁な接触;他 オ ン ・ リ ー ダ ー シ

革 新 者
的地位;最 大の規 の革新者との相互 ップ;非 常 に広域

模 の,そ して もっ 作 用;イ ン パ ー ソ 志向的

とも専門化 した経 ナル左情報源の比

営;富 裕 較的大規模な使用

「尊敬」;社会体系 高い社会的地位; 地方の普及促進老 ほとん どの社会体

におけ るた くさん 大規模の,そ して との接触がきわめ 系におい て,ど の

の人び とに ょって, 専門化 した経営 て高い 採用者 カテゴ リー

初期採用者 役割モデル と して よりも最大のオ ビ

と らえ られ る ニ オ ン ・ リ ー ダ ー

シ ップをもつ;非

常に地域志向的
4

「慎重 」;仲 間 が 平均的な社会的地 普及促進者と初期 ある程度のオ ピニ

採用 したあとで, 位 よ り上;平 均 的 採用者とかな りの オ ン ・ リ ー ダ ー シ

前期追随者 は じめ て,イ ノ ベ 規模の経営 接触 ッ プ

一 シ ョ ン に つ い て

⑯

の考察をは じめる

「懐疑 」;仲 間か 平均的な社会的地 主 として後期追随 オ ピ ニ オ ン ・リ ー
ト

らの圧倒的な圧力 位より下;小 規模 者あるいは前期追 タ ー シ ッ プ に 乏 し

が採用を生ずる前
'

経 営;専 門化の度 随者である仲間か い

後期追随者 に必要 合いが低 い;収 入 らアイデ ィアを獲

が少ない 得 す る;マ ス ・メ

デ ィアをあま り利

用 しない

「伝統」;過去を志 専門化の度合いが 同 じような価値 を

.
.‡

オ ピ ニ オ ン ・リ ー

向 してい る 低い;最 低の社会 もっている隣人, ダ ーシ ップに きわ

遅 滞 者 的地位;最 小規模 友人,親 戚が主 な めて乏 しい;半 孤

の経営;最 低の収 る情報源 立者

入;最 年長

(出 典:E・ ロ ジ ャーース,文 献 〔23〕P.125邦 訳)
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・ 部門間の利害の対立

・ 上司 ・部 下の間の利害の対立

実際のイノベLシ ョンの導入定着過程 は,R.ヘ ドレーのケース ・スタデ ィ(表5-2)に み

るごと く,試 行錯誤が繰返 され る循環過程で ある。そ して この過程におい て,こ れ らの抵抗の

原因が複雑 にからみあ って生ず る。従 って変化への抵抗 をコミュニケ ーシ ・ンの欠除 とか,変

革推進者の努力の不足 とい うように,問 題 を単純化 してと らえてはな らない。変 革推進者はイ

ノベ ーシ ョンの理論 に関す る十分な知識 と,変 化の抵抗 への経験 と理解 を持つ ことが必要 とさ

れ る。実 際の イノベ ーシ ョンの導入 に際 しては,変 革推進者 は次の2点 に注意す る事が大切で

ある。

① イノペ ーシ.ン の導入には用意周到 な計画 と十分な検討期間を設 け,予 期 され る変化へ

の抵抗に対 しては十分な対策 を講 じてお く。

② イノベ ーシ ョンは未知の要素が多 く,事 前の対策 だけでは不十分 で ある。変化への抵抗

が表 面化 した時 には,そ の抵抗 をすみゃかに除去す る準備 を整 えてお く。

ザ

「

(4)組 織 の有効性

組織 開発の 目標 は1組 織の有効性 を高め ることにあるといえる。 これまでに提唱 されてい る

組織の有効性 の基 準は次の4つ'vaま とめ られ るとE.シ ェ イン〔29〕 は指摘 してい る。

① 環境へ の順 応性

② 組織 目標への一致感

③ 現実 を見きわめ る能力

④ 組織のサ ブシステムの統合性

この ような組織 の有効性 を高 め る為に必要 な組織の条件については,R.ペ ックハ ー ド〔6〕,

、E.シ 。イン 〔29〕 ぬ 嬬 介 され てい る.敵 示 す 、つの条件はE.シ 。インvaよ る もらで

ある。'一

① 信頼性 と妥 当性の ある方法で情報 をとり入れ,か つ伝達す る能 力が 左ければ な らない。

② その情 報が要求す る変化 をとげ るだけの内部 的な柔軟性 と創造性 がなければな らない。

、 ③ 組織 目標に対す る統 合 と信頼感がなければな ら左い。 とい うのは,そ こか ら変 化 しよう

とする意志 が生 まれ るか らである。:

④ 支持及び,お びやか されない といった内部 的雰囲気 がなければな らない。 とい うのは,

おびゃか され ると意思の疎通の基 盤が くずれ,柔 軟性 が少な くな り,全 体系への関心 よりも

自己防衛が先 に立つ よ うにな るか らで ある。

ス
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(5)変 革 推進 者

変革推進者はイノペーシ・ンの導入において重要な役割を演 じる。特に計画的変革の理論の

な かで中心的な位置 を占めてい る。変革推進者 とは,こ こでは個人,チ ーム,常 設のス タ ッフ

部門をすべて含むが,そ れぞれの違いにつ いては ここでは扱わない。但 しそれ を区別す る事は実

際には大切 で ある。

(a)変 革 推進 者に必要 な資質

変革縫 者が果すべ き役割は,E.・ ジ 。一ス とF.シ 。 一メーカご 〔24〕;W.ベ ニス

〔3〕
,R.リ ピ ット〔16〕 等 に よって紹介 され てい る。次の(6)節の"計 画的変革の手続"で

具体的 に説明す る。 イノペーシ ・ン導入が成功す るかどうかは,変 革推進者 の能力や彼の採

用す るアプ ローチ等 に大 きく依存 す る。E.ロ ジ ャース他 〔24〕は 次の項 目を指摘 してい る。

① 変革推進者の努力

② 変革推進者の顧客重視の度合

③ 変 革推進者 と顧客 との同質性

④ 変革推 進者がオ ピニオン ・リーダーを採用 す る度合

⑤ 変革推進者の信頼性

⑥ 顧客の評価能力

(b)変 革 推進者の採用

変革推 進者 と して誰 を採用す るか とい うことは,イ ノベーションを導入 しようとす る組織

体 に とって大 きな問題 であ る。組織体 のかかえてい るい ろいろな状況 を考慮 して,組 織 内か

ら採用す るか,組 織外か ら採用す るかを決定 しなければならない。 変革推進者は次の よ うに

分類 で きる。

①内部変革畔

②⌒ 「1

専門家

組織人

外部変革推進者を採用する場 合,

う とく,又 協力体制 づ くりが難 しい等の問題点が ある。採用する顧客の主体性が大切 であ る。

どの よ うな援助 を求めるのかについて,顧 客はは っきり決めておかなければ な らない。R.

ペ ックハ ー ド〔6〕は外部変 革推進者 との援助の契約内容 と して次の項 目を あげてい る。

・ 長期協定'・,

・ 定期 診断

技術専 門家

コンサル タ/ト

行動科学専 門家 ・

経験,技 術 において優 れているが,そ の顧客の内部事情 に
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■ 企画協定

訓練協定

統合的組織作 リ

コンサルティング ・チーム

組織全体の評価

教育指導

(c)変 革推進者の受け入れ体制

変革推進者が有効に活動できる為には,変 革を導入 しようとする顧客の受け入れ体制が整

っていなければならない。変革推進者の援助に影響す る顧客側の要因 として,R・ リピット

〔16〕は次の5項 目をあげている。

① 顧客システムの性質

② 顧客システムの技能 と過去の経験

③ 顧客システムの変革への準備状態

④ 変革過程に対す る顧客の期待

⑤ 変革推進者 との近接性

●

(6)計 画的変革の手続

変革推進者 の採用す る計画的変革の具体的手続 について解説する。 これ につ吟てはR .リ ピ

・晒 〔16〕vaよ 嬉 しく論 じられてい るカ・,繰 〔・2〕 に よ腰 領 よくま とめ られた ものが

あるので,そ れを ここに引用 して紹介 す る。

① ク ライエン ト ・システムの,変 化 に対す る要求 を明 らかにす る。

② 次の よ うな諸点に留意 しつつ,チ ェンジ ・エイジ ェン トの援助能 力を評価す ること。

④ ク ライエン トの要求 に対す る彼の能力お よび関心 の もち方。

㊥ クライエン ト ・システムとの関係 におけ る,彼 の職位 上の安定性。

6チ ェンジ ・エイジェン ト・チ ームの各 メンバ ー間の関係。

㊧ 相異な る諸 目的相互間の両立 可能性。

㊦ 利用可能な時間。

③ 次の諸点 に留意 しつつ,チ ェンジ ・エイ ジェン トとク ライエン ト ・システ ムとの間に効

果的 な関係 を うちたてるこ と。

④ プ ログ ラムの編成 お よび実施に際 しての各 々の役割。

◎ チ ェンジ ・プ ログ ラムにおいて要求 され る努力の量 と質 とに関す る各々の期待

◎ 変化 させ うる ものの内容についての制約

4
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只

e誰 が クライエン トなのか,ま たチ ェンジ ・エ イジ ェン トは誰 とかか わりを もつ のか

㊧ チ ェンジ ・エイジェン トが提供す る援助の役割 あるいは種類 につい ての期待

④ 次の諸点 に留意 しつつ,ク ライエン ト ・システ ムについて問題 点の診断を行 な うこと。

④ 診断の際に用い られ る諸概念

◎ 情報収集 の進 め方

6診 断 に際 してのデ ータの使用

⇔ 当該システ ムの メンバーの診断能 力の開発

㊧ クライエン ト ・システムの境界の設定

⑤ 変革 目標の設定。

⑥ 次の諸 点に留意 しつつ,変 革実施計画を定式化 す ること。

④ 内部 システム内の諸部分の関連

◎ システム と外部 との関連1

6タ イ ム ・スケ ジュールの作成

◎ 計画遂行手続 きの作成

㊧ 計画 についての再検討

㊦ 実施 にたずさわる人々の能力開発

㊦ 計画遂行意欲 の開発

⑦ 次の諸 点に留意 しつつ,計 画を実施に うつす こと。

④ 外部 システムか ら与え られ る支援 と理解 との確保

◎ 以前 の段階でな された行為の結果の フィー ドバ ック

◎ 参加す る各個人 あ るいは各集団相互間の努力の調整

⑧ 次の諸 点に留意 しつ つ,変 革 を普遍化 し,安 定 させ ること。

④ 関連諸 領域へ の変革 の普及

◎ トータル ・システ ムに対す る変革効果の測定

6"後 退"現 象 への注 目

⑨ 次の諸 点に留意 しつつ,自 己革新体制 を制 度化す ること。

④ システム構成 員全体 に対する問題探知能力お よび問題解決能 力の開発

◎ 革新を促す ような報酬制度の確立

◎ システ ム内 チ ェンジ ・エイジェン トの設定

3.コ ン ピュータ,ORの イ ノペーシ 。ン文献 の紹介

コン ピュータ,ORに 関す る行 動科学的 側面 に関する研究は比較的少 な く,又 あま り知 られて
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いない。その為 ここでは,本 章k・ よび第6章 の資料 として役立つ と思われ る著作,文 献の内容に

ついて簡単 に紹介す る。

(1)コ ン ピュータ関係の論文

①E.マ ンフ ォー ド,A.ペ テ イグルーの著作(文 献 〔18〕,1975年)

大型 コンピュータの導入 に伴 う,様 々な意 思決定 問題 を,4社 の ケ ース ・ス タデ ィーを も

とに,政 治学 及び心理学 の諸概念を駆使 して体系的に分析 している。特に トップマネジメン

ト,コ ン ピュータ専門家,ユ ーザ ー部門の三者間 での合意達成の過程 を,役 割期 待,役 割 あ

い まいさ等の役割概念を用 いて詳 しく分析 してい る。'

②R.ヘ ドレーの研究(文 献 〔11〕,1970年,邦 訳 あり)

この研 究は,あ る製造会社 におけ る10年 間 にわ たるコン ピュータ(IBM360)の 導 入

定着プ ロセスに関す る詳細 なケース ・ス タデ ィであ る。 この分析 には心 理学的な概念的フレ

ーム ・ワークを用いてい る。その導入定着 過程 におい ては,探 索]強 化一葛藤 ・変化 とい う

三段階の循環サ イクルが繰返 して生 じることを指摘 してい る。邦訳 もあ り,コ ン ピュータ導

入の具体的状況 を理解す る資料 と して役立つ。表5-2は この循環サ イクルの要約であ る。

w

表5-2コ ン ビュー.タの導入定着過程

＼ 循蓼,ク。
で き ご との 発 隼 過 程

循 探 索

1956～59組 織 目標の殊 一 「コン ピー タの利

用に踏み切 ること 」
環

1960～62X事 業部傘下各社 におけ るコン ピュータ

1 強 化
・プ ログ ラ ムの 開発

1963～65既 存 の人為的 生産管 理 システ ムの利用の

葛藤 ・変化
失敗 が原因 となって生 じた,変 化 を促す葛藤 ≒圧 力

循

探 索
・964～65製 造の論理の癖 一 適切細 鱗 造の

探索
環

1965修 正 された プログラム用の,情 報の慎 重な収

強 化

皿
集

1965現 在の装置 は,循 環 皿の探索過程 が原因 とな

葛藤'変 化
って,負 担 過重 にな ったとい う認識

'!・

1965「 リアル ・タ イ ム ・コ ン ピ ュ ー タ 」の 導 入 勧

循 探 索
告 を実現 す るたあのデ ータ ・プロセ ッシング問題の調査

環
1965～?マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン ピ ュ ー タ ・・コ ー ス ー

皿 強 化
プ ログラムの 書 きかえ

1

岐

(出 典R.へrド レ ー,』 文 献 〔11〕,p.234邦 訳)
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③F.ウ ィシング トンの著作(文 献 〔35〕,1969年)

コ ンピュータの導入が もたらす具体的な組織体の変化及び影響の内容 にっいて豊富 な事例

を用いて解説 してい る。そ のなかで特に,作 業内容 の変革,マ ネ ジメン ト及び計 画に関す る

変革,変 革に よって影響 を被 るマネジャー及びスタ ッフの問題等を取扱 った各車 の内容が講

義 の事例 資料 と して役立つ。,

④J.オ ブ ライエンの著作(文 献 〔20〕,邦 訳 あり)

銀 行 におけるコンピェ一夕導入 の組織への具体的影響につ いて第5章(PP・141～187,

邦 訳)で 紹介 してい る。職 制 上の影 響,入 事面への影響,作 業員の コン ピュータに対する反

発 ・モ ラルの変化等につ いて具体的 に説明 してい る。講義の事例 の資料 と して役立つ。

⑤L。 ウ イリア ムズの論文(文 献 〔36〕,1967年 邦 訳あ り)

システム変化 に伴 うマネ ジメン トの抵抗 について,そ の問題点 と解決 策を提言 してい る。

システ ム ・アナ リス トは,非 公式組織 を重視 し,参 加的 アプ ローチを採用す る事の重 要性 を

強調 してい る。

⑥R.シ ュロサーの論 文(文 献 〔31〕,1967年,邦 訳 あり).

シス テム変 化に伴 うユーザー及び システム ・アナ リス トの欲求不満,葛 藤 につ いて論 じて

い る。 システム ・アナ リス トは,こ の心理的問題に対拠す る為に,モ チベ ーシ ・ンの概念 と

学習の概念 とを良 く理解 していなければな らない と指摘 してい る。

⑦C.ア ー ジ リスの論文(文 献 〔1〕,1971年)

MISの 設 計 と導入に おいてORチ ー ムとマネ ジャーとの間にみ られ る相互不信感,ス ト

レスについて分析 してい る。それ を克服 す るには,両 者 が互 いに対人関係能 力を高 める事が

必要で あ り,そ れには行動科学知識 の活用が役立 つとしてい る。

⑧B.ボ ワ ァー とJ.セ フ ァー トの論文(文 献 〔8〕,1965年)

顧 客部門の各階層のマネ ジメン トの行動様式やそ の権限 が,新 シス テムの導入 に及ぼす影

響 について分析 している。そ して新 シス テムの導入定着 の各 フェーズに おいて,シ ステム ・

アナ リス トがそれぞれの マネ ジメン トとどの ように協働 をなすべ きかについて論 じている。

よくまとまった論文 である。

(2)OR関 係 の論文.

⑨A.ル ー ビンシ ュタイン,M・ ラ ドナー他の研究(文 献 〔22〕,〔25〕,〔26〕,〔27〕)

ノ ース ウェスタン大学 の研究 グループに よる一連の研究 である。彼等 はOR活 動 に関 して

最 も組織的な研究活動を行 って きてい る。その研究 目標は次の2つ に要約 され.る。

④OR導 入 定着 過程に おいて,フ ェーズか ら次のフ ェーズに移 る為 に必要な条件 を見い
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出す事。

㊥.お 舳 のの。。一ズ憶 いて・Rグ 〉・一プの瀕 の有効枇 影響す。要因を幽 拍

車。

この為 にいろい ろな調査,分 析がお こ左われ,一 連の概念 モデ ルが提 唱 されている。図5-

5ば れらを総合 したOR醐 のモデルである・OR活 動の発展に影響す敏 きな要因とし

て次の ものが指摘されている。

④

⑰

◎

e

有 効 性

糸

条 件

⊥_⊥
l

lラ イ フ ・サ イ ク ル
1

に お け る フ ェ ー ズ

L__一__一 一__

ORに 対する組織外

の者の行動
特

ORに 対 す るマ ネ ジ

メン トの 行 動

{

ー

ー

I
I
」
⇔

事

ORに 対する組織外ORに 対するマネジ

の者の態度 メン トの態度

図5-50R活 動 導入 の一般化 モデル

(出 典 ・M.ラ ドナ ー とN.ペ イ カ ー,文 献 〔26〕,P.B-510)

マネジメン トの支持 レベル

顧 客の受容性

OR/MSグ ル ープ ・メンバーの組織 的 ・技術的能力

OR/MSグ ル ープの組 織上の位置
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㊧OR/MSグ ル ープとその リーダーシ ップの組織への影響

㊦OR/MS活 動 の評判

㊦ リソースの適切 さ

㊧ プロジェク トの組織ニ ーズに対す る適切 さ

⑨ 組織内vateけ るOR/MS活 動 の反対 レベル

㊧ 組織 にk・け るOR/MS活 動 の成功 レベ ルについての一般的認識

⑩L.シ ュルツ とD.ス レ ビン線書(文 献 〔30〕,1973年)

OR活 動の実施化に関す る15編 の論文 を収録 してい る。論文内容は,理 論 調査研 究,

実験,ケ ース ・ス タデ ィの4つ の章で構成 され てお り,OR活 動 の研究の概要 を知 る事が可

能 で ある。

⑪ 川 瀬 ・根本の研究(文 献 〔13〕,1977年)

OR導 入 定着過程の各 フ ェーズにおいて,ORリ ーダ ーに必要 とされ る諸能力の相対的重

要度を分析 し,導 入期 では技術的能 力が,過 渡期,成 熟期 とすすむ につれ組織的能 力が よ り

大切にな るとい う結論 を尊 びい てピ る。.

⑫ 根本 の研究(文 献 〔19〕,1977年)

日本の石油会社2社 におけ るOR導 入定着過程 に関する実際 のケース ・ス タデ ィの成功例

を紹介 してい る。そ してそ の2社 を一定 の概念的 フレームワークの もとで比 較分析 を行ない,

OR活 動 の望ま しい導入 のあ り方についてい くつかの提言 を行ってい る。

⑬Lヴ ァーテ ィンスキー とR.バ ー スの研究(文 献 〔33〕,1972年)

発 展途 上国にk・byるOR活 動 の普及 と実施化 にk・ける実証的な研究 である。.マネジメン ト

を中心 としたイノペ ーシ ・ン ・モデルが紹介 されており,そ のモデルの各要 因毎 に分析 ・検

討 が加 え られ ている。
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第6章 情報処理における人間的諸問題

キ ー ワ ー ド

人 間 的 問 題(humanfactorsindataprocessingfield),情 報 処 理 部 門 の 特 質(features

ofdateprocessingdivision),課 題 訓 練 の や り方(methodofcase-training) ,グ ル ー プ

内 組 織(grouporganizationforcase-training),輪 講 の や り方(readingassignment),事

例 紹 介 の や り方(casepresentation)

P 目 標

前章 までに解説 してきた事柄 と,情 報処理め実務とを,具 体的 に結びつ けて理解 させ ,実 際の

場面 で,そ の知識 を役立 たせ られ る ようにす ることである。

勿論,さ らに学ぶべき ことが沢山 あ り,こ こまでに学ん だ ことは,ほ ん の入 口にす ぎないこと

も自覚させ る。そのためには.人 間的な事 に対す る関心,す なわち人間を大切 にす るとい う態度

を養い保つ ようた しむけ るこ とが大切 である6

情 報処理システムは,他 の技術以上に日常人間に積極的に関孫 を持 ち,働 きかけて くるもので

ある。だか ら,情 報 処理 では一見 コンピュータが主役 であるような錯 覚に陥い りゃすい。 しか し,

そ の シス テムを作 るの も,運 用す るの も,使 用す るの も人間 で ある。

そ うい う人達の間 やシステ ムとの間 に生ず る人間的問題は,沢 山 ありまた多様 で変化 も してい

く。 そ うい う問題は難 しく,解 決 の努力を しなけ れば な らない。 しか し解決 できるものだ,と

い う感 じを持 って もらうことであ る。 そのために,心 理学 ない しは行 動科学 のアプローチが有力

な手段のひとつ とな ることを知 って もらえれば,成 功 と言 える。

内 容

6.1人 間 的諸 問題 への理解

実務上のいろい ろな入間的問題 をと りあげ,心 理的な分析 お よび理解が,ど の ような点で必要

なのかを具体的 に示 す。実際的な解決の手段を,未 だ明確に提供 で きない ものの方が多いか もし

れ左いが,心 理学的 なアプ ローチが,正 しい解決方向に導 くもの であることを強調 してお くぺ き

である。

また,将 来の情報 処理部 門が遭遇 す ると思われ る人間的問題について も指摘 し,何 らかの準備

を開始す ることの必要性 を示唆 す る。
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① 人間的諸問題の重要性

(a)情 報 処理部 門の特質

情報処理部 門は,お お よそ 次の よ うな特質を持 ってい ると言 える。 これ らについて,少 し

具体的に説明を加えてお くこと。

① 情報処理 システ ムの機能 は,企 業(組 織)全 体 に組織体 に も個人に も,そ していうい.,

う な
.1/ベル で直接的に影響 を与 える。四六時中継続的である場合 も多い。,。

② 情報処理 システ ムを企 画 してか ら,運 用 ・維持 してい くまでには,数 多 くのステ ップ

が あり,そ こでは多様な職務 を乱れ ることな くきちん と遂行 していかなけ ればな らない。

③ 情報処 理部 門の要員は,し たが って,資 質 において も果すべき機能 におい て も,極 め

て多様 である。

④ 少数 の要員で,こ れ らの職務 を適確 に行 ってい くためには,多 くの主要業務について

通暁 してい る必要が あり,ま た強力なチ ームワークを維持で きなければな らな い。

⑤ ソフ トウェア,ハ ー ドウェアの両面において,技 術進歩は著 し く行われ続 けてお り,

これに絶えず追随 で きていなければ な らない。

(b)最 近 ク ローズ ア ップされつつ ある問題

情報処理 システムに期待 され るものは,時 代的背景や企業 の環境に よって違 う。 ここ数年

来一般的傾向 と して出て きた問題点を,ひ とつの見解(例)ど して示 してお く。実 際には,そ

の研修の場に適 した事項を選んで表現 する必要が ある。 、'、

① 情報処理 システ ムも,経 営管 理の道具 として有力な もの であることが,は っきり認 め

られ るようにな って きた。

それだけに,期 待 も大 きい し,評 価 もきび しい。ま たそれだけ多 くの組織や個人 に影 響

,を一与え ることに・な る。

② 基礎的デ ータ処理のための システム開発 は終 りジ 既 に 定 着 して きた。最近 は,オ ン

ライン化 ・綜合化 あるいはデ ータベ ース化 といった方向への仕 上げが急 がれてい る。

しか し,こ の次に来 るものは何か,そ れを どう評価 し,い かに開発 ・導入 してい くか。

③ 要員の増 加 と,質 ・量の アンバ ランスが生 じてい る所が多い。拡大に拡大を重ねて き

た コンピュータ部 門では,要 員 をかかえ込ん で しま ってい ることが ある。 そ こで成長 して

きた人 々を どう扱 ってめ くか。,、

④ 経済成長の鈍化吟 デ「タ処理の量的拡大ρ理由を無 くした。

⑤ いわゆる合理化が持 っていた正義性が危 うくな って きた。

経済成長鈍化 もそ の一因 て あるが,労 働事情(高 令化社会への急速タ移行)の 変化か ら,

「コンピュータでで きることは,何 んで もコンピュータにや らせ よ・う、」あるいは,「 コン
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ピュ一夕を使 うことで,局 部的 にで も採算 が向 上す る業務は
,全 てコンピュータ化の対象

に しよう」とい う考え方は,そ こに働い てい る人達 にとって,い ろい ろな意味 で危険を感

じさせ る。

(c)問 題 の性質

上述 した ような問題は,い ずれ も人間的要因だけを取 り除いただけで解決するものではない

が,入 間的要因 を無視 した ら絶対解決で きない ものである。

特に,最 近は時 とともに,人 間的要因 の影響が強 くな りつつあ り,問 題解決の中心は人間

の問題であると言 うこと もできる。

その よう左状況 の中で,最 も重要 なの は,こ の ような人間的問題 に も関心 を持 ち,ま た解

決の工夫がで きる情報処理技術者および管 理者の育成 である(こ こで もう一回 ,動 機 づけを

強化す ること)。

② 問題の具体的紹介"ttt・t,'

(a)問 題 の リス トア ップ

第1章 参考1に 掲げた問題 について,そ れぞれ具体的 な説 明をつげて紹介する。

(b)い くつかの例につhて の詳細解説'

問題 テーマの中 で,主 要 と見 なされる ものについては,相 対的に詳細 に解説 をすること。

主要 な もの とは,次 の観点か ら選択す ることが できよう。

① その時の一般的世間情勢

② 研修者の所属 してい る組織体の特質

③ 研修者の立場 に よる興味 お よび関心の方向

講師 側は,事 前に研修者の ことを知 っていなけれ ばな らない。そ うす ることに よって
,ア

ダ プテ ィブにテーマおよび内容 を変えてい くよう工夫す る。

6.2問 題 の解決 について一 課題訓練

課題訓練 を,こ の単元の しめ くくりの意味 もこめて実施す る。前章までで も,適 当な機会 をと

らえて,討 議 お よび演習が行 われ るわけだが,こ こでは できるだけいろいろな要素が複合 した問

題 を扱 ってみる。,・

テ ーマは,前 節 で主要な問題 と して選択 され た ものの中か ら
,さ らに選ばれた もの である。

方法はいろい ろある(以 下 に述べ る方法は,前 章 までの討議や演習のや り方に も適用す る)
。

で きれば以下の方法の うち,(1)の 方 法を実施す るのが,最 も望ま しいが,研 修の条件 に よっては

(2),(3)の 方法が とられ るの はやむ を得 ない。

(1)研 修者 自身の問題 に よる方法.… 、
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(a)テ ーマの選択

問題 のテ ーマの選択は,予 め研修者か ら提 出された問題点 リス トか ら行 う。

問題 点 リス トを作成す るためには,次 のい くつかの方法が ある。

① 事前に レポー トを提 出させ る

この場合,レ ポー トの 目的 ・書 き方な どを よく知 らせ てお くこと。

② 面接を行 い,い ろいろな会話か ら問題 を聞 き出す。適切 な問題 と思われた場合に,レ

ポ ー トの作成 を依頼す る。

③ 講師側が,い くつかの テーマ分野を指定 し,そ の中にはてはま る経験お よび問題意識

について,レ ポー トを作成させ る。

簡便法 と しては,関 心の あるテーマをその中か ら選 ばせ,数 行 のコメン トをさせ る。

問題の選択 は,必 ず しも多 くの研修 者が関心 を持つ ことをその基準 とす ることはない。

講師 側の問題 意識 に よる積極 的判断 に したがって よい。

(b)研 修 者の問題 に よる課題訓練 の手順

「一一ーーーー一一 ・

:
:
:
;
;
1
:
:
:
|
L.__________________

PARTI

①
問 題 の 発 表(説 明)

↓
一 ー ー－T

②
問題についてのi基本的質疑

「

」

l
l

③

グ ル ー プ 討 議 ・研 究

↓
⑤
討 議 ・研 究 結 果 の 発表 ㎡

④
レ ポ ー ト の 作 成 1

|

↓ 一_________________ユ

⑥
全 体 討 議 ・ 講 評 PART皿

●

¶

図6-1課 題 訓 練 の 一 般 手順

① 問題の発表(説 明)

選 択され た問題の提供者に,自 分が用意 したレポ ー トに したが って,具 体的にその内容

を説明 して もらう。

問題が,前 項の③の簡便法に よって作 られた リス トか ら選ばれた場合は,講 師のオ リエ

ンテ ーションだけ とな る。

② 問題 についての基 本的質疑

問題の整理がなされていない場合,そ の問題 の解決の 目的または方向づけが できる程度

感
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の質 疑応答お よび講師の コメン トを行 う。

③ グループ討議 ・研究

これが主要部分 である。使用可能な時間数 によって,や り方が異 るか ら,時 間はは っ き

り指定 しておかなければ左 らない。

グループの人数 は,5名 程 度が よい。 もし研修者 の数が多ければ,い くつかのグループ

とな る。

グル ープが複数 にな る場 合は,

・ 各 グル ープ とも同テ ーマ

・ 各 グル ープがそれぞれ別テ ーマ

の二つ の方法 が あるが,間 接的 にせ よ,短 期間 にい ろい ろな ことを知 るには,後 者の方が

よい ように思 われ る。何回 か,こ の種 の訓練の チ ャンスがある場合は前者の方法 を とる こ

とになろ う。

後者の場合,各 グル ープに問題提供者 をメンバ ーとして加える よう配分す ることが可能

で ある。問題の内容 について,上 手 にかつ偏 らずに情報 を出 して もらえそう左場合 は,グ

ル ープごとにこの方法が とれ る。そ うで左い場合は,問 題提供者の レベルを越えた討議結

果が 出ないおそれがある。

④ レポー トの作成

発表用の レポ ートお よび ビラな どを用意させ るのが よい。 レポ ートは,後 日のための蓄

積(研 修 者 にとって も,講 師側に とって も)ど なる。

レポ ー トの およそ の分量は指定す る。 また発表時間 もどれ だけかを明示 しておき,そ れ

に合った準備 をさせ るの も,訓 練の重要 課題で ある。 レポー トの書 き方 も同様。

⑤ 討議 ・研 究結果 の発表

準備 された材料に したがい,グ ループの代表者に発表 を行わせ る。発表 の仕方 も訓練 対

象の一 つと して よい。

⑥ 全体討議 ・講 評

講師 お よび他のグル ープの メンバ ー全体 を加 えて,質 疑 ・討議 を一定時間行 わせ る。

最後 に,講 評 として簡単なア ドバイスを行 う。その内容 と しては,学 習効果が最 も高 ま

るよう心理的 配慮が左 され てい ることが望 ましい。

(c)注 意事項

① 全体の時間配 分

1テ ーマ ・1グ ル ープの場合は,PARTIに2時 間,PART皿 に3時 間 か ら12時 間

が実行 上適当な時間数 であ る。

一251一



=複数 グルー プの場合は,PARTIの 所 要 時間がその数に比例するので,か な りの圧縮

をせ ざるを得 な くなるだろ う。

PARTIは,研 修 コースの通常 時間帯(ク ラス時間)で あるとすれば,PART■ はそ

の外の演習ない し自習の時間 に相当す るよ う配 分 しない と,時 間数に対す る圧迫が大 きく

な る。

② グループ討議 ・研究時間中の指導

講師 は,1時 間 に1回 程度 グループの研修現場 に顔を出す ことが望 ま しい。そ の主 な 目

的は

・ 研修老 のパ ーソナ リテ ィ,能 力な どを観 察す る…・・'講師の 自己啓発

・ 研修者が積極的 に要求 した情報 を
,可 能 な限 り研修 を ミス リー ドしたり甘 くな った

りしない程度に提供す る。

・ なか なか討議 ・研究が軌道 に乗 らないグループに対 しては
,あ る程度の しり押 しも

や むを得ない。 た とえば,討 議 の進 め方のステ ップ分け,討 議の要点 な どについて。

③ グルー プ内組織 について

理想的 には,グ ルー プを編成 す るだ けで,以 後の や り方につい ては,何 もコメン トを し

ない方が よい。

自然に グル ープ内が どの ように組織化 され てい くかを観察 し.そ の結果 をまとめて最後

に適切 に説明 できれば,極 めて生 きた例 となる。

しか し,そ れが著 しく非効率 と思われる場合 には,グ ル ープ リーダ ーの役割 をお拾 よそ

決 めてお き,最 初 にグループ・リーダ ーを何 らかの方法 で選 出す るよう指導す る。 ただ し,

そ の場合は問題 提供者が グル ープリーダ ー(お よび発表 のと きの代表者)と な らない よう

併 わせ て注意 しておいた方が よいだ ろう。

④ 問題 テーマが非常 に大 きい場合

あまり大 きなテ ーマで,与 え られた時間 内では,ほ とん ど有益 な結果が得 られ ない よう

な ものは,テ ーマ と して選択 してはな らない。

この ような大テ ーマは,数 十時 間以 上を使 うことので きる,本 格的な研究が行 えるとき

に扱 うことにす る。

(d)ポ イ ン ト

課題 訓練の意味は,問 題 とな ったテ ーマについて,な ん らかの知見 ・経 験 ・結果 を得 るこ

とに ある。 しか し,こ れは表面的 なね らいで あって,グ ル ープ研修 によって新 な人間関係を

形 成 し,そ の中 で一つの ことをまとめてい く過程 を身 をもって体験 す ることに.も大 きな意義

が ある。
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'

,

(2)文 献 に よる事例 研究 一 輪講

(a)テ ーマの選択

講 師が予め準備 した,文 献または論文の リス トか ら選択 される。

選択 お よび割当てには次の方法がある。

① 研修者またはそ のグループに,ラ ンダムに割当て る。

② たとえば(1)(a)③の 簡便法 のような ことを事前 に行 っておい て,研 修者の個人またはグ

ル ープの関心 に合わせ る。 ・

③'リ ス トを提示 して,研 修者 の希望に したが う。

④ 講師か ら見 て,適 切 と思われ るテ ーマを,グ ループまたは値入 に割当 てる。

それぞれ意味が あるので,そ の時の雰囲気や準備 したテ ーマに よって,適 切な判断 を下す。

(b)輪 講 に よる課題訓練の手順
」

,〆

① グル ー プ(個 人)に よ る精 読

時 間 的 に 余 裕 が あ れ ば,そ の 文 献 の 参 考 文 献 に つ い て も,あ る程 度 あ た らせ る こ と が 望

ま しい 。

「一ー一一ー ーーー 一一一一ー一一一一ー一一「 「一

文 献 の 割 当 て 異 見 .ブ(㊥ に、る精読

表』

i
L______一.__一 一.________」

PARTI

③
発 表

↓
④
全 体 対 議 ・ 講 評

②
要点のまとめと意見書の作成

PART五

運
璽

図6-2輸 溝 の ・一般 手 順

e

膚

グル ープで行 う場合には,少 くとも最初 に割当て られた文献は全員が読 まなければな ら

ない。

ステ ップ②以降 につい ては,前 項(1)の(b)③ ～ ⑥を参照 の こと。

(c)注 意 事項 ・'

問題を生に経験 してい る人がいないか ら,細 部 にわた っては論 じられない。すなわ ち,隔

:靴掻痒 を感 ず ることにな ろ う。・ま・たこれを補 うための講師側の役割 も,あ い まい にな ること

に注意 しなければな らない。

また,単 に文献の表面的 なま とめ作業 と して実施 され る傾向が生ず るの で,こ れ をいかに
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して間接体験(二 次体験)と して身につけさせ るかが,グ ループ討議 時の講師側のチ ェ ック

ポイン トである。 何 がどの よ うに分 つだのかは っきりさせ る。

その他の注意 点については,(1)の(c)参 照。

(3)事 例 紹介一 講義 と意見交換

講師が準備 した事例を紹介す る。 どの ようなテーマの ものにす るかは,前 項(1),(2)の 場 合 と

同様 である。

この方法 では,グ ル ープに よる組織活動が体験で きない点が,大 きな欠点で ある。 この欠 点

は他 の機会に補 うようになっていなければな らないだ ろう(第 五部 の中でな くて もよい)。

一 方的な講義 に しないため
,他 の講 義以 上に,研 修 者 との,お よび研修者間での意見 交換 を

活発に行 わせ るよう心がけ ること。

`

、9

指導上の留意点

この章の前半は,問 題の紹介 であ り,後 半 は課題訓練である。研修 のス ケジュール もこの よう

に して行 う。

この章 に関す る留意点 は次の とお り。

(1)研 修 者が 自分 で考えて結論 を出 してみ る,と い うことが最 も大切な こととして配慮す るこ

と。 したが って,'き ちん と自分の問題 に よる課題∂1練が できない場合は,意 見 を出させ るとい

うことを積極 的に行わなければな らない。

(2)前 半 で紹介 され る問題点には,第5章 までの説明で もと りあげ られてい るもの もあるので,

それ につい ては,こ こでは省略 してよい。

問題の紹介 にせ よ,課 題訓練にせ よ,第5章 までに,適 切 な形で組み込 まれ実施 され ていれ

ば,こ こで改 めてとりあげな くて もよい。

(3)心 理学 の応用や行動科学 の扱 う問題 には,常 に前提 と環境が大 きくものを言 う。我 々にと

って,最 も基本的な前提 と環 境は,日 本人 としての生活お よび 日本的 風土 である。

したが って,こ れ らの理論 お よびそ の応用は,日 本の実状 に合 った もの でなければな らない

ことは明 らか である。 しか し,参 考文献や参考 書で も明 らかな ように,欧 米の もの,ま たはそ

の流儀に したが った ものが殆ん どで ある。

日本独 自の ものを大切に しなければな らない。 日本人に よる日本 の研究を第一 に尊重す るこ

とに よって,な るぺ く日本の実情 の理解 とそれ に適 したアプ ローチ をしたい。

また,我 々も含め,研 修者 が心理学 や行動科学 に積 極的 に関心 を持つ ことに よって,日 本人

のためのい ろい ろな研究や建設的な事例が積み 重ね られ,役 立つ ように なる ことが期待 され る。

?

写
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参 考

前 の各車 お よび本章 末に,事 例 と してと りあげ るのに参考になるものを載せ た文献が,多 数掲

げ られてい るので,こ こでは改めて事例を紹介 しない。主 に,将 来の情報 処理 お よび情報処理部

門の あり方を考 えるのに,参 考に在 ると思われ る記事 および資料を簡単 に記 した。

と

¢

■

己

1.EDP部 門 管理者の心 得

R.L.Nolan〔25〕 は,EDP部 門 の管理者に も大 きな悩みがあ ることを示 している。 これ ら

の悩みの主 な原因は,次 の二つ であると指摘 してい る。

Nalanは,

べ きかを,実 際的な方法 で示 している。

以下,主 要点 を紹介 してお く。

(1)革 進の推進者(旗 頭)と して

新 しい システムの実施 化は,既 存の組織 ・機能 に大 きな変革を強い ることである。 システム

開発 チームは,革 命 の実行をまか された部隊で ある。 シス テム開発計画 お よび システム運用管

理は,こ の点 を充分 自覚 した上で行わなければな らない。

全 ての アプ リケ ーシ 。ンは,関 連す る部署お よび個人の組織的変化が,円 滑 に仕上げ られ る

ことに よってのみ成功す る。

EDP部 門 の管理者 は,変 革の旗頭 と して次のこ とに留意 し,常 に反省 してk・く必要が ある。

すなわ ち,シ ステ ムを新 たに実施化す るとい うこ とは,次 の ことを意味する。

① 技術の適用に よる変革 である。

② 新 しい作業の発生 と,古 い作業の消滅をもた らす。

③ 情報の伝達 と意思決定 中枢 の構 造を変化 させ る。

④ 関係す る人間に対 して,機 能 ・態度 ・働 き方 の変化を求め る。

① トップマネ ジメン トの誤 った扱い

・ 少 くと も技術者 であるのと同程度 に管理者 であるべ きだ とい うことを見 落 してい る。

・ これ以 上昇進 できない最終ポス トだと.見な してい る。

・ ことが うま くいかなか ったときの身代 りにす る傾向があ る。

②EDP管 理 者の認識不足

自分 の開発 したアプ リケ ーシ ・ンが,企 業全体に大 きな影響 を与え るもの だとい うこ

とを,よ く認識 していない。

・ 全体 あるいは部分的 に,組 織運用の しかた を混乱させ るような ことをや ってい る。

自分が,変 革の推進者 であるとい うことを自覚 していない。

この ような状況 が どの ように して発生す るのか,そ してそれを避け るには どうす

一25
.5一



(2)リ ーダ ーと しての要件

① 新 い(変 化 と傾 向

■

部下の持 つ資質が多様 である。

運用 の複雑性 とスケ ールの拡張 に より,管 理階層が多 くな って きた。

責任 分野が拡大 してい る。

扱 う予算額は,全 社的 にみ て も大 きくな ってきてや る(売 上の1%に も及ぶ場合があ

る)。

これ らの変化 の結果,EDP部 門 のリーダーシップは複雑 な ものにな って きた
。 しか し,.上 層

部は,コ ンピュータ技術 の予想 以上の発展の勢いのため,こ の意味す ると ころを充分に理解 し

きれひ パ 鱗 ㌘ ンピー タ枝輪 よる改善から綱 的測 点を得・うとす・と・他の

多 ぐの革新が一与え るよりもず っと早 いペ ニスで,組 織全体に変革 を強制す る。そ して,そ の変

化の影響が完全に組織 に よって吸収 しきれないのが一般 である。特に重要 なのは 上層部がそれ

についていけない ことである。

②EDP管 理 者に要請 され るこ と'"

・ 技 術が重視 される時代は去 った
。

・'コ ン ピュータ利 用の技 術の多様化 にとも左い
,シ ステ ムの構成 力とそのための アプロ

ーチが求 め られ る ように云
った。

・ いわ ゆる管理能 力の重要性が増大 してきた
。 多様な機能,多 様な要 員の管理のため に

は,他 の部 署以 上に これが必要 となる。一般 に部 門の大 きさが大 ぎいほ ど
,技 術的能力に

対す る管理 能力 の比重が大 き くなる。

勿論,コ ンピュータ技術の動向 をよ く理 解す ることは,優 秀 なEDP管 理 者 にとって本質 的

に必要な ことであることに変 りはない。 しか し,こ れは一つの要素に しかす ぎない。 』ンピュ

一夕 ・サイエンテ ィス トのような高度のエキスパー トである必要 はない
。管理 上の技術 ・能力

要素の方が数 も多 く,そ れぞれの技術 上の ことと同 じよ うに重要 で ある。

役割を効果的に果すためには,EDP管 理者は自分の会社についてよく理解 していなければ

な らない。 変化 に対 す る許容度,競 争的環境 な どで ある。 また ビジネス において コン ピュ一夕

パ か に利取 れ るかについて・ いろいろ搬 能 拠 当 してい る他の頒 の管 理者 に,手 ぎわ

よく継続的91ik育 す る必 要が ある。

この ような仕事の大 きさが よ く認 識されてい る企業 では ,EDP部 門 の管理者の位置づけは

高い。 そ こではまたEDP業 務 も相対的 に より良 く実施 されてい る。

(2)念 頭 に置 くべ きこと

① トップマネ ジメン トの義務"'-'
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9

・EDP管 理 にお・ける課題 を よく理解す る こと。

・EDP管 理者が始めなけれ ばな らない変革が,適 切に行え るよ うな組織風土 を創 り出

す こと。

②EDP管 理 者の義務

もっと広 くもっと経営的な視野 を持 つ ことで ある。EDP管 理者は組織 体におけ る変革の

中核 である。 また どん な利用法が あるかとい う実用的な 目的 とは無関係に コンピュータ技 術

は進 歩す る。 この ときEDP管 理 者の役割 とな るのは,次 の ことである。

・ 組織体 のニーズ と新 しい コンピュータ技術 を結びつけ ること
。

・ 進歩 した技術 に より可能 とされ る組織 的な変革 を,い かに うま く実現す るかに よって,

彼 の管理者 としての評価が決ま るとい うことを自覚す ること。 ただ し,こ れは技術の知識

を 自ら使用す るとい うことではない。

・ ーコンピ三一タ ・ア プリケーシ ョンカ鋤 き出 したときに
,必 要 となる組織的変革 を成就

す ることが基本的な責任 である こと。

・ コン ピュータ機能はサ ー ビス機能で あ り
,利 用されないサ ービスは無価値 で あること。

・ バランスのとれたアプ リケ ーシ ョンの リス トア ップとその評価づけ を してお くこと。

ヨ

メ

2.コ ン ピュー タ ・システムの次代の形態

F.G.Writhington〔36〕 は,近 い将来の コン ピュータの利用形態 と,そ れに よる影 響 を,お よ

その次の ように述 べてい る。

(1)1974-82:第4世 代 情報 管理人の時 代

情報 の収集伝達網が完備 して くると,デ ータの やりと りは非常 に早 くなるが,処 理その もの

は基 本的 にはバ ッチ処理の結合 であ り,そ の サイクルは短か くなった と して も,本 質 は変わ ら

ず それほ ど有効 でもない。

そ こで,デ ータベ ースの開発 と,デ ータベ ース を基礎 と したアプ リケーシ ・ンが求 め られ る

ようにな ってきた。

ハ ー ドウェア面では,非 常に融通 の きくサテ ライ トコン ピュータや インテ リジ ェン ト・ター

ミナルが,単 能端末kと って替 る。 センタ;の コン ピュータは,い わゆる仮想 コン ピュータの

テ クニ ックで,い ろい ろな使われ方 をす るようになる。す左わち,デ ータの綜合集中管理 と,

特 に高度の 処理を必要 とす る仕事 を分担す ることにな る。

マネ ジメ ント機能 は再び分散 され る。ただ し物量の管理は中央に集中 されたままになるだろう。

この ことは,必 要な情報が必 要な所に徹底す ることであり,い わゆ る経験 に よる管理 上の判

断の信用が低下 し,か え ってその ときそ のときの情況 を明 らかにす る情報 に もとつ く判断 ヘ ウ
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エイ トが 移 ってい くだ ろ う。すな わち,現 場の管理者 の権威が次第に向上す ることを示すと同

時 に,ト ップマネジメン ト'・の接近 ともな る。

現場の管理者 へまかされる取 り扱い限度 もより大 き くす ることが可能 だ。だが,こ の ことは中

央のス タ ッフに とってあま り歓迎 されない事態 であろ う。

(2)1982～?:第5世 代 ・アクシ ョンエイ ドの時代

情報管理人の機 能を,オ ペレーシ ・ナルな利用分野だけ でな く,戦 略的 な利用分野に まで拡

げてい くこ とになろ う。

①Tailoredinformationandalertingsystem

②Decisionanalysissystem(経 営科学手法の一般的利用)

.現 在 の技法 よりももっと使い易 く,現 実的 なモデルの 開発が必要。 この よ うなモデル やシス

テ ムを準備す るための要員 の確保 ・育成 も大切 で ある。

企業間のデータ交換 も,シ ステ ムの相互結合に よって可能 にな り,時 間的に も費用的 に も大

きな節約 とな るだろ う。

技 術的には次の こ とが言え る。

・ 個別フ ァイル とモデルのための大容量記憶 装置

・ 分散 してい るユ ーザ ーのためのnetworkofdistributedmini-computer(dist-

ributed .dataprocessingsystem)

{管 理 者のアクシ 。ンに結びつけ るための使 い易い プログ ラミングとファイル処理の言語

・ ユ ーザ 自身のた めにユーザ 自身が開発す る単純で適応 力のあるシス テム

センターには,ネ ットワーク,フ ァイルお よび定 常的な アプ リケーシ 。ンを開発維持す る要員

が残 され る。通常のア ブ リケーシ ・ン開発 のための プ ログ ラムは少 くな る。 ユーザ 自身が行 う

部分が多 くなるか らであ る。

管理上の権威や意思決定の仕方 も,次 第に分散化 し平準 化 してい く'だろ う。中央の権威はゆ

らぐ。

び

も

3.予 想 され る変 化

SHARE"Dataprocessing1980-1985"Wiley,(シ ェル(株)訳 「デ ー タ ・プ ロ セ

ッシ ン グ1980-1985」 日本 ビ ジ ネ ス レ ポ ー ト社,1976)に よれ ば,次 の よ う な こ と が 指 摘

され て い る。

(1)周 辺 の 情 況 につ い て

① プ ラ イ バ シ ー お よび デ ー タ 保 護 に 関 す る 立 法 化

② プ ロ グ ラ マ ー等 に 関 す る 免 許 制 度 の 可 能 性

'亡

マ
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③ ハー ドウェア,ソ フ トウェアお よびインタフェースに関す る綜合的な標準化の推進

④ プ ログラムの保護 に関す る立法化

⑤ 労働倫理 の変化

情報化 お よびオー トメー シ 。ン社会 における新 しい労働倫理が生 まれて くるだ ろ う。 コン

ピュータ化 により失 業者 が増す とい うことではな く,労 働時間の短縮 とい う形が と られ なけ

ればな らな くなる。

⑥ 環境 変化の激化

高 度の技術者が必要 となる。 また彼等 が高度オー トメーシ ・ン社会 を運営 してい くことに

なろ う。 このことは,情 報 処理技術者だけ でな く,い ろい ろな方面 での教 育のあ り方,体 系

を変えてい くことだろ う。

(2)技 術 的 な問題

① 高 性能 ・高信頼度のデ ータ処理 システ ムが必要

オ ンライン化が徹底 し,特 にバ ッチ処理の 代 りとい うものよりもっと本質 的な利用が拡大

す ると∫僅かな時間の故障,ト ラブル も極めて大 きな問題 とな る。

② ミニ コン ピュータに ょる低 コス トの処理 システ ム

コン ピュータの利用が隅々まで行 きわたるためには,汎 用の1ン ピュ一夕k・よびOSで,

全 てをまか左 お うとす ることに よるオ ーバ ーヘ ッドの コス ト高 と,個 々の使用者 に とっての

使 い難 さがク ローズア ップ されて くる。 ある程度限定された 目的にかなった ミニコン ピュー

タを配置 し,必 要な程 度にネ ットワーク化す ることが盛 んになって くるだろ う。

③ 大規模デ ータベ ース技術

(3)成 長 のための必要条件

① トップマネ ジメン トの理解

② 情 報の保全一 機密の保護

③ 品質の よい製品の提供

メーカか らユーザへ,情 報処理部 門か ら利 用者へ。 コン ピュータおよび ソフ トウェアにっ

いては,従 来故障やエ ラーはつ きもの とい う常識が あった。

これ は,当 然の費用増 と機会損失を生ん でいる。 このままでいけば,こ の不都 合は今後 益

々大 きくな ると信 じられ る。

すべ ての メーカお よび多 くのユーザの情 報処理部門は,自 分達の顧客の真の要 求に対す る

感受性 と理解を,今 よりもは るかに養 う必要 があ る。

④ システ ム構成のための標準化

(4)利 用者か らの要求
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① 自然で使 いやす く,首 尾一貫 したや り方でデータ処理 システムを利用できるインタ ーフ

ェ ー ス

② 人間のエ ラーを最小 限にす るように設 計されたシステム

③ 期待に合致 した応答時間

④ 信頼性 と可用性の確保

(5)ア プ リケ ーシ ョンについて

① デ ータを中間管理者 にタイム リーに提供 し,一 部 は トップマネジメン トに提供 で きること。

②ORの 技法 が実際 のデータ処理 にタイム リーに利用され,ダ イナ ミックな最適化,ス ケ

ジュー リングがな され,業 務 に携 わるス タ ッフにガイ ドライン情報 を流す ことが できること。

③ 中間管理者,販 売お よび得意先サ ービスの部門 に,デ ータ処理適用業務 の もつ潜在的利

益の意識 を充分浸透す ること。

さらに これ らを高度化 してい くためには,次 の ことが求め られ,ま たそ うなる方向に進展す

ると予 測され る。

・ オ ンライン ・リアルタイム ・システムのペ ースに合 ったダイナ ミックなORの 適 用技

術の開発

・ デ ータ処理に おけ るセンサ ーペース ・システムの開発一 オ ンライン ・システムの よ

り徹底 した形態へ の進展

`

/

t

4.関 連 技術の発展動 向

科学技術庁計画局編 「日本 の技術 」(科 学技術 と経済 の会,1977)に は,将 来の技術 開発の

展望 について興味深い報告がな されてい る。 ここでは,こ の単元 にかかわりがあ りそ うなテーマ

を簡単に列挙 してお く。

(1)関 連 分野の技術予測

項 目の後に あるカ ッコ内は,(重 要 と見た専門家の率%,実 現 時期 一 西歴)が 表示 されて

い る。'

① 情報 処理技術

・ 学 習機能 を有す るコン ピュータの開発(30 ,'91～'97)

・ 連 想処理ので きる
.コン ピュータの開発 一(15,,91～,99)

・'人 工の複雑なパ ターンを人間並 みの速 さで認識 で きるパ ターン認 識技術の開発一

(81,,86～,94)

・ ユ ーザは ,コ ン ピュータに 日常使 ってい る自然語 にほぼ近い プログ ラミング言語(文

字)で 命令 することが可能一(71,'89～'96)

写
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・ 問題 自体 を直接 入力す るだけで コン ピュータが 自動処理可能一(32,'99～?)

② 情 報蓄積 ・変換技 術

・ コン ピュータ利用 を容易 にするため,音 声入力に よるプログ ラミングが可能

(16,,87～,92)

・ 明確 に記載 され た漢字湿 り文 の手書 文字 を読み取ることのできる文字読取装置の実用化

一(61
,,88～,96)

③ 情 報処理の安全 ・信頼性 向上

自己修復機能を有す るコン ビ=一 夕の開発 一(31,'91～'98)

個 人 や集団のプ ライバシーや機密が もれな いような信頼 度の高い保護 システムの確立

一(78
,,86～'92)

④ 教 育システム

・ 授業等 多様 な教育場面の問題 を映像 と して提示 し,処 置 と結果 の場面 を連続的に提示

する ことに より,指 導法 の訓練が できる教室 シ ミュレータの実用化一 く・15,'88～

'90)・

・ 企業の新人採用 に当 って,重 要な判断資料 を提供 で きるコンピュータ利用の職業適性

診断 システムの普及 一(23,'84～'89)

・ 音 声 と映像情報 をコンピュータで制御 しなが ら行 うシミュレーシ ョン ・ゲ ームを通 し

て,チ ー ム ワ ー ク や リ ーダ ー シ ップ を 育 て る こ と の で き る訓 練 装 置 の 開 発

～'95)

・ 高 度 の 技 術 を 要 し,

(75,,83～,88)

～'91)

⑤ 医 療 シ ス テ ム

・ 病 院 に お い て は
,

(6,'88

しか も危険を伴 う作業 を安全 に訓練するシ ミュレータの実用化 一

心身障害者の社会復帰 を可能 とす る技術訓練用 シミュレータの 開発 一(59,'86

コン ピュータの大幅な導入 に より,臨 床検査,病 歴管理,問 診,患

者看護な どの 自動化,省 力化が進み,事 務作業量が軽 減 一(64,'87～'92)

⑥ 社 会システム

・ 住民登録な どの手続 業務 のほ とん どは コン ピュータ化され ,窓 口にはコンピュータ端

末装置が設置 され,大 幅な省力化の実現一(19,'88～'94)

・ 予算 お よび人的 ・物的資源の適正 配分 を行 うため ,予 算効果 の科学的評価方式を導入

した財政 管理 システ ムの確立 一(16,'94～2000)

⑦ デ ータバンク
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⑧ 生産 ・商業 システム

・ 量産製品工場 な どは
,工 場 の無人化が一般化 す る一(18,'89～'96)

・ 高額単価 製品 の設計のために,デ ィスプレイ装置 を用いた対話型 コン ピュータに よる

自動 設計 システ ムの普及(24,'87～'93)

⑨ 交 通 システ ム

・ 大都市(人 口100万 程 度)全 域の交通 をム ラ左 く円滑 に運用す るため
,面 制御,経 路

誘導な どを総合的に組み合 わせた総合交通管理 システムの確立一(67,'91～2001)

(2)ソ フ トサイエンスについて

ソフ トサイエンス とは,高 度な意思決定のための新 しい科学技術 であるので,我 々にとって

大 きな 関係が ある。我 々(入 間)が 主役 にな らなければな らない。

① ソフ トサイエンスが大 きく貢献で きると期待 されてい る分野

・ 自然環境の保全

安全の確保

都市の再 開発 ㌧

資源 ・エネル ギーの安 定的確保

② ソフ トサ イエンスの発展に最 も必要 左学 問 ・ ..、

'・自然科学 分野

数学,㌦生物学,医 学,薬 学,電 気工学,…

社会,人 文科学分野

社会学,心 理学,経 済学,…

境界領域 の学問

システ ム工学,情 報科学,環 境科学(生 態学),…

③ ソフ トサイ エンスの基礎 研究 と方法論 の例

人間集 団におけ る流行 の現象を数理的に解析 した理論 を確立す る一 現象の数 理化 一

(10,1990)

情 報の価値に関す る研究 と高度な情報 選択機能 を持つ システ ムの開発 に よって,情 報

,1994)

社会 ・経 済諸事象 の諸要因を迅速 に抽 出 ・分析 できる手法の開発 によって,価 値 観の

の洪水 に よる弊害 をかな り防止 で きるようにす る一 価値論 の導入一(29

展 開 を容易 にする一 分析手法の開発 一(23,1996)

④ ソ フ トサイエンスの活用の例

・(環 境)騒 音 ・振動 ・日照障害等の生活環境 のシビル ミニマムの設定にと もな う社会

的損益の評価 を行 う手法の開発 一 評価手法の開発 一(39,1986)
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・(工 業生産)各 製造 会社 におけ るそれぞれの製品 に関 して
,経 済動 向をふまえて需要

量 ・価格等の短期 的予 測をかな りの精度で行い,か つ一貫 した生産計画が可能にな るシス

テムの普及一 予 測手 法の開発(23,1987)

・(情 報)多 数 の入間 の要求 に答え
,か つ社会的評価の高い情報 を提供,分 配 をはかる

ために,人 間の基本的 ニーズ と情報の社会的価値 との関連性 を解明す る手法の開発 一 情

報 の評価 ・価値等 に関す る解析 ・(21,1992)

・(教 育)人 間の記憶等学習活動に関す るシミュレータが作 られ,学 習活動 を高めるた

めの手法 の開発 一 シ ミュレータの開発 一(26,1994)
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〔9〕 情 報 処 理 学 会,"コ ン ピ ュ ー タ利 用 の 実 務 上 の 課 題 特 集 号" ,情 報 処 理,Vol.14,

ylTal1,1973

〔10〕 経 営 科 学 研 究 所,"特 集:コ ン ピ ュ ー タ 要 員 の 管 理 と教 育" ,ComputerReport,9月 号,

1973

〔11〕C・A・gy・i・,"Manag・m・ntI・f・rm・ti・nSy・t・m・:Th・en・11・ng,t。R。ti。 。ality

andEm・ti・nali・ ジ,M・ ・ag・m・n・S・i・n・e,V・1.・7
,M・6,・97・,PP.B27S-B2b2

〔12〕R・D・A・v・y・J・C・H・yl・,"E・ ・luati・gC・mp・ti・gPers・nn・ln
,D・tain。ti。n,J。ly,
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1973,pp.69-73

〔13〕J.B.Bower,J.B.Sefert,"Human'FactorsinSystemsDesign'",Management

Services,Nov-Dec.,1965,pp.39-50

〔14〕J.Dearden,H.Krannert,"MISIsaMirage",HarvardBusinessReview,Jan-

Feb・ ・1972,PP。90-99『

〔15〕J.Diebold,"BadDecisiononComputerUsg'㍉HarvardBusinessReView,Jan-

Feb.,1969,pp.14-16,27-28,170

〔16〕A・P・E・ph・ ・,"A・ ・th・ticsandth・HumanF・ ・t・ri・P・ ・9・a㎜i・9,"D・t・m・ti・n,

July,1972,pp.62-69

〔17〕A.Finerman,"ProffesionalismintheComputingField,'℃.ACM.,1975;

.,Vo1.18,%1,pp.4 .-9.

〔18〕C.F.GibSon,R.LNolan,"ManagingthefourstagesofEDPgrowth,"Har-

vardBusinessReview,Jan-Feb.,1974,pp.76-88(邦 訳CompgterReport4月 号,

1974pp.33-44)

〔19〕T・R・Gild…leev・ ・"0・gani・i・gth・D・trP・ ・cessi・gFun・ti・n"tD・t・m・ti・n・

Nov.,1974,pp.46-50・,.',

〔20〕 ジ ョ ン ・A・ グ イ ン,"コ ン ピ ュ ー タ に だ い な し に さ れ て",デ ー タ ・ プ ロ セ シ ン グ,11

月 号,1972,pp.9r"17..
.、 、.

〔21〕C・ .L・H・11・"Evaluati・9P…Pe・ti・ ・Emp1・Yeesb,D・t・m・ti・n・A・g…975・

.pp. .32-43
、..

〔22〕CW・Hbfer・"Emergi・gEDPp・ttern';・}la・v・ ・dB・ ・inessR・vi・w・M…-ab・.,

1970,PP・16～22,26～31
,169～170' 、

〔23〕L.B.Marienthal,"TheInternalIsolation.oftheEDPDepartment",Datama-

tion,Jan,1971,P・24-28・

〔24〕 三 浦大亮,"情 報 処理大学院 におけ る管理者 コースの教育 一.訓 練(1)"∵ 、事務管理,第10

巻.第.10号 ・1971・PP・101-106.

〔25〕R・L・Nolan,"PlightoftheEDPmanager"・HarvardBusinessReview,May-

June,1
...973,pp.143-152

〔26〕R.LNolan,'"EffectsofChargeoutonUser/ManagerAttitudes",C.ACM.,

V・L20・M・ ・3,1977,PP・177二184

〔27〕J・N・Petroff,"whyAreDPManagersSoUnpopular",Datamation,Feb,1973,

pp.77-79
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〔28〕W.E.Reif,RM.Monczka,"情 報 シ ス テ ム部 門 の 位 置 づ け の 問 題",EDPリ サ ー チ ・

リポ ー ト,1974.7.1;③74-39～46 お
〔29〕W.J.Schroeder,"TheEDPManager..・t-andtheComputerProfitDrain・

ComputersandAutomation,Jan.1971,pp.14-18

〔30〕 ケ イ ス ・D・ シ ュ ウ ェ ー ダ ー,フ レ ッ ド ・A・ ヴ ィ エ ラ,"コ ン ピ ュ ー タ ・マ ネ ジ ャ ー の

横 顔 〉',デ ー タ ・ プ ロ セ シ ン グ,1月 号,1973,pp.17-22

〔31〕C.Si,g。1,・lnv,,ti。gi。N,wEmpl。yee・",D・ ・am・ti・n,S・p・ ・,・975,PP・6'5-67

〔32〕J.V.Soden,"Piamingforthecomputerservicesspin-out,"HarvardBusin-

essReview,Sept.-Oct.,1972,pp.6g-79

〔33〕T.D.Ste,li。g,"G。id・li…f・rHumani・i旭C・mp・terizedI・f・ ・m・ti・nSy・t・m・:

AReportfromStanleyHouse",C.ACM.,Vol.17,%11,1974,pp.609-613

〔34〕T.D.Sterling,k.Landon,"HumanizingInformationSystems'㍉Datamation,Dec.,

1976,pp.53-59

〔35〕L.A.Tomaszewski,``DecentralizedDevelopmenピ ㌧Datamation,Nov.,1972,

pp,61-64

〔36〕F.G.Withington,1'Fivegeneratiohsofcomputers,"HarvardBusinessReview,

July-Aug.,1974,pp.99-108

〔37〕R.L.Nolan,"BusinessneedsanewbreedofEDPmanager",HarvardBusiness

Review,Mar-Apr・,1976,PP.123-133

〔38〕 松 井 賛 美,"部 下 を い か に 動 機 づ け 組 織 改 善 に 結 び つ け る か カ,DIAMOND八 一 バ=ド ・

ビ ジ ネ ス,Sept・-Oct・,1977,PP・33-42

〔39〕"安 宅産業崩壊 にみ るコン ピュータ ・々 ンの社会的評価",学 習 コンelユ 一 夕,3月 号,

・978,PP.28-31:1

次の ものは,日 本人の ことそ の他 についての参考書。

〔40〕 会 田雄i次 「日本人の意識構造 」講談社)1973

〔41〕 稲 葉 ・金井 .「人間 のための労働 」日経新書,.1974

〔42〕 南 博 「社会不安 一 その 日本的構造 」戸HP研 究 所,1974

〔43〕 南 博監訳 「図説現代の心理学,第6巻 」講談社,1977pp.187-210

〔44〕 宮崎義一 「現代の 日本企業 を考え る」岩波新書,1974

〔45〕 毛 主席語録,(沢 山 の ものが ある)

〔46〕 中根千枝,「タテ社会の人間関係 」講談社現代新 書,1973

〔47〕V.グ ル シ.フ,V.モ ー イェフ(田 中雄三訳)「 コンピュータと社 会主義 」岩波新書,・1976
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